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はじめに 

 

自然は一度破壊されると、その回復は難しく、長い時間を必要とします。そのため東京都では、「東京

における自然の保護と回復に関する条例」により、良好な自然地や歴史的遺産と一体になった樹林など

を保全地域に指定し、都民の大切な財産として末永く残していこうとしています。都が指定する保全地

域には、自然環境保全地域、森林環境保全地域、里山保全地域、歴史環境保全地域、緑地保全地域の 5

種類があり、2011 年時点で 48 地域が指定され、うち緑地保全地域は 38 地域あります。 

 

 緑地保全地域は、樹林地、水辺地等が単独で、又は一体となって自然を形成している市街地近郊の地

域で、その良好な自然を保護することが必要な土地の区域と定義され、八王子市内に 12 地域、日野市

内に 2 地域が指定されています。 

 

 八王子市、日野市にある多くの緑地保全地域は丘陵地と谷戸で構成され、丘陵地は雑木林や竹林、谷

戸は水田や水田跡がある里山で、年中枯れる事の無い沢には蛍を始め水生生物が、湿地には貴重な植物

が生育し、多様な環境を利用する野鳥が生息しています。 

 

 八王子・日野カワセミ会は八王子市、日野市域で野鳥の生息調査を 25 年にわたり行ってきました。

主な調査地域は浅川、多摩川、高尾山、都市公園（小宮公園、片倉城跡公園、長沼公園）で、都指定の

緑地保全地域は、本会の主な調査地域ではありませんでした。そこで本会発足 25 周年記念活動の一つ

として緑地保全地域にも調査の範囲を広げて野鳥生息調査の活動に取組みました。 

 

 調査は 2009 年 4 月から 2011 年 7 月まで、野鳥の繁殖期 3 シーズン、越冬期 2 シーズンにわたり行

い、75 種の野鳥が生息していることを確認しました。調査期間が短く、野鳥の生息状況の全貌は充分明

らかにされた訳ではありませんが、野鳥の繁殖地として、越冬地として、通過する渡り鳥の中継地とし

て、緑地保全地域は重要な役割を果たしていることが判明しました。これは緑地保全地域が多様な環境

が維持されていることによるものと思われますが、一方で雑木林や谷戸が荒れ放題になっていて、多様

な環境の維持、保全に課題が残る場所もあることも判明しました。 

 

 本報告書は、以上のような野鳥の生息調査結果をまとめたものです。調査にあたり緑地保全地域で雑

木林の保全管理などをボアンティア活動されている団体の皆様にご協力いただいたことに感謝いたしま

す。なお、本調査は平成 21 年 5 月 29 日付け 21 環多自第 379 号で、東京都多摩環境事務所長から調査

研究承認書の交付を受けて実施したものであることを付記します。緑地保全地域が名実ともにその機能

と役割を果たすことを願っています。なお、報告書の印刷は平成 23 年度八王子市市民企画事業補助金

の交付を受けて実施しました。 

 

2012 年 1 月 八王子・日野カワセミ会 会長 粕谷和夫 



 2 

 

目  次 

 

はじめに ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

１．緑地保全地域 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

２．調査した地域、経緯、方法、内容（調査のポイント含む） ・・・・・・・・ ４ 

３．全体の調査結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

４．地域別調査結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４ 

（１）東豊田 

（２）宇津木 

（３）宝生寺 

（４）石川町 

（５）戸吹 

（６）館町 

（７）長房 

（８）川口 

 

 

５．保全緑地指定時の調査結果との比較検討 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ２２ 

６．緑地保全地域の役割 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２４ 

７．緑地保全地域の今後に対する課題、提言等 ・・・・・・・・・・・・・・・ ２６ 

８．地域別の調査担当者と調査参加者 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２９ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 3 

１．緑地保全地域 

 「東京における自然の保護と回復に関する条例」により、平成 23 年（2011）時点で 48 地域が「保全

地域」として指定され、うち緑地保全地域は下記のとおり 38 地域が指定されている。地域名の前の番

号は指定された年代順を表し、最も早い指定の 2 七国山は昭和 52(1977)年、最も遅いのが八王子暁町と

なっている。欠番があるのは自然環境保全地域、森林環境保全地域、里山保全地域、歴史環境保全地域

の指定地で、ここでは掲載を省略する。 

 緑地保全地域は、樹林地、水辺地等が単独で、又は一体となって自然を形成している市街地近郊の地

域で、その良好な自然を保護することが必要な土地の区域と定義されている。人の立入りを前提とした

公園等と違い、自然の保護及び保全を目的として指定されている。良好な自然の生態系を保護するため、

また現在残されている良好な自然を保ち、次代へと引き継いでいくための制度なので指定された土地は

その利用に厳しい制限が設けられている。 

 38 の東京都緑地保全地域は次のとおりである。 

（第1表）東京都緑地保全地域　　注：番号の欠番は緑地保全地域以外のもの

番号 地域名 市区名
2 七国山（緑） 町田市
3 海道（緑） 武蔵村山市
4 東豊田（緑） 日野市
7 矢川（緑） 立川市
10 南沢（緑） 東久留米市
11 清瀬松山（緑） 清瀬市
12 南町（緑） 東久留米市
13 八王子東中野（緑） 八王子市
15 清瀬中里（緑） 清瀬市
16 小山（緑） 東久留米市
17 氷川台（緑） 東久留米市
18 宇津木（緑） 八王子市
19 清瀬御殿山（緑） 清瀬市
20 宝生寺（緑） 八王子市
21 八王子大谷（緑） 八王子市
22 碧山森（緑） 西東京（旧保谷）市
23 国分寺姿見の池（緑） 国分寺市
24 小比企（緑） 八王子市
25 保谷北町（緑） 西東京（旧保谷）市
26 前沢（緑） 東久留米市
27 東久留米金山（緑） 東久留米市
28 立川崖線（緑） 国立、立川、昭島、福生、羽村、青梅の各市
29 国分寺崖線（緑） 調布、三鷹、小金井、国分寺の各市
30 八王子石川町（緑） 八王子市
31 戸吹（緑） 八王子市
32 町田代官屋敷（緑） 町田市
33 柳窪（緑） 東久留米市
34 八王子館町（緑） 八王子市
35 八王子長房（緑） 八王子市
36 町田関ノ上（緑） 町田市
37 八王子川口（緑） 八王子市
38 東村山大沼田（緑） 東村山市
39 東村山下堀（緑） 東村山市
40 八王子戸吹北（緑） 八王子市
41 日野東光寺（緑） 日野市
42 町田民権の森（緑） 町田市
46 多摩東寺方（緑） 多摩市
48 八王子暁町（緑） 八王子市
計 38地域

資料：東京都ホームページ
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２．調査した地域、経緯、方法、内容（調査のポイント含む） 

 

（１）趣旨 

  八王子市、日野市内で指定されている緑地保全地域は雑木林を主体とした里山地域である。この地

域の野鳥調査を行い、越冬期の野鳥の生息状況、渡り鳥の通過状況、夏鳥や留鳥の繁殖状況などを調

査して、保全緑地が野鳥の生息にとって重要な役割を果たしていることを明らかにする。 

 

（２）調査対象地域 

  八王子市、日野市内で指定されている 13 の緑地保全地域を 2008 年に踏査し（2008 年では暁町は

未指定のため 13 地域であった）、指定地の配置状況、指定地内への進入路の有無等を総合的に判断し

て、次の 8 地域を調査対象とした。 

① 東豊田（日野市東豊田、多摩平）S50.12.26 指定、 面積 60,079 ㎡ 

② 宇津木（八王子市宇津木町）H4.02.12 指定（H9.03.18 変更）、面積 52,403 ㎡ 

③ 宝生寺（八王子市西寺方町）H5.03.05 指定（H7.03.09 変更）、面積 142,777 ㎡ 

④ 石川町（八王子市石川町）H7.03.09 指定、面積 30,616 ㎡ 

⑤ 戸吹（八王子市戸吹町）H7.03.09 指定（H8.10.18 変更）、面積 106,795 ㎡ 

⑥ 館町（八王子市館町）H8.02.29 指定、面積 24,392 ㎡ 

⑦ 長房（八王子市城山手）H8.02.29 指定（H11.03.04 変更）、面積 73,919 ㎡ 

⑧ 川口（八王子市川口町）H8.10.17 指定、面積 20,292 ㎡ 

 

 

 

立川市 
圏央道 

中央道 

ＪＲ中央線 

京王線 

多摩川 

浅川 

ＪＲ横浜線 

R16 

Ｒ

２

０ 八王子駅 

高尾駅 

八王子市 

日野市 

昭島市 

豊田駅 

J

R 
⑥ 

川口川 

⑦ 

③ 

⑧ 

⑤ 

② 
④ 

① 

南浅川 

R20 



 5 

（３）調査体制 

調査は全て八王子・日野カワセミ会の会員が行った。8 調査地域毎に 1 名の調査担当者をおき、当

該担当者を中心に会員に参加を呼び掛け、各地域とも２～数名のチームを編成した。 

 

（４）調査方法と内容 

調査地内に予め観察ルートを設定して、当該ルートを踏査した。ルートの中に主要ポイント（定点）

を決めて、定点ではおおむね 30 分程度留まって定点調査を併用した。定点は見晴らしの利く場所、

別れ道（分岐点）、池のほとり、野鳥の餌場、野鳥の営巣地が見通せる場所、野鳥のねぐら地などに

設定した。 

調査は踏査して出現する野鳥の種類と羽数を記録した。あわせて野鳥の採餌・ねぐら入り等の行動

や繁殖（求愛・巣作り・餌運び・親子連れ等）の行動を記録した。野鳥やその環境の写真撮影を出来

る限り行った。調査対象地は（２）に掲げた地域であるが、隣接する地域に同じような環境がある場

合は、一部隣接する地域も調査対象に含めた。 

 なお、調査に当っては次ページの「緑地保全地域の調査のポイント」を作成して万全を期した。 

 

（５）調査時期、回数 

2009 年 4 月～2011 年 7 月に繁殖期・春通過期（４月～7 月）と越冬期（12 月～3 月）に調査を行

った。以下の各調査期に各一回、一斉調査日を設定して、8 地域を同一日に調査するとともに、必要

に応じて一斉調査日以外にも補足調査を行った。 

 2009 年 4 月～7 月（繁殖期・渡り鳥の春季通過期） 

 2010 年 4 月～7 月（繁殖期・渡り鳥の春季通過期） 

 2011 年 4 月～7 月（繁殖期・渡り鳥の春季通過期） 

 2009 年 12 月～2010 年 3 月（越冬期） 

 2010 年 12 月～2011 年 3 月（越冬期） 
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緑地保全地域の調査のポイント 

この調査ではできるだけ多くの会員ができるだけ多く回数を運ぶことが、調査精度を上げる基本となりま

す。したがいまして、担当者以外の方も可能な限り保全緑地地域に足を運んで野鳥を観察して下さい。そ

の結果はそれぞれの地区の担当者にご報告をお願いします。その報告は、例えば「Ｘ月Ｙ日、○○地区のＡ

Ａ付近でキビタキの声を聞いた」という程度の断片情報で差支えありません。 

 調査（観察）のポイントを以下に記しますので、参考にして下さい。なお、繁殖期には早朝 4 時を過ぎると

明るくなりますので、早朝観察もお勧めです。また、夜間にはミゾゴイ等の声が聞こえるかも知れませんの

で、可能であれば夜の観察も行って下さい。ただし、安全にはくれぐれも注意して、無理をしないようお願い

します。緑地保全地域は人通りが少ないので、女性の一人での行動は禁止です。 

１．野鳥の繁殖行動 

 野鳥が緑地保全地域で繁殖しているかどうかは、この調査の重要なポイントです。次のような繁殖行

動の観察に着目して観察し、記録して下さい。 

巣材運び、求愛行動（求愛ディスプレイ）、さえずり、造巣行動、抱卵、雛のいる巣、餌運び、偽傷行

動、交尾行動、威嚇行動、警戒音、成鳥が使用している巣のあるらしい所へ出入り、成鳥の糞運

び、巣立ち直後の雛又は巣立ち雛の親子連れ、その他 

２．注目種 

 特に以下のような鳥がいるかどうかを注目して下さい。 

キビタキ、アオバト、サンコウチョウ、ヤブサメ、キジ、ガビチョウ、猛禽類 

３．植物 

 以下のような花の咲いている樹木（オトコヨウゾメ、ガマズミ、クマノミズキ、ホウノキ、ミズキ、ヤマボウ

シ、その他諸々）、咲いている野草（キンラン、ギンラン、ササバギンラン、ジュウニヒトエ、その他諸々）

にも着目して下さい。 

４．雑木林の状態 

雑木林が放任状態になっているか、手入れ（管理）されているか、手入れ（管理）されている場合はそ

の主体が農家なのか、自然保護団体などなのか等に着目して下さい。また、一般市民が散策などにど

のくらい利用しているかも着目して下さい。 

５．ガビチョウ 

外来種のガビチョウがどのくらいいて、どのような行動をとっているかを観察して記録して下さい。カオ

グロガビチョウ、ソウシチョウ、コジュケイなど他の外来種も着目して下さい。 

６．写真撮影 

 可能な範囲で写真による記録もお願いします。特に環境の写真が大切です。鳥の写真は証拠写真と

いう位置づけで野鳥の生息や繁殖に大きな影響を与える撮影は禁止です。 

７．緑地保全地域の周辺の状況 

  緑地保全地域の周辺（隣接地）がどのようになっているかも着目して下さい。 

８．今後の保全に対する提言など 

  今後の緑地の保全などについての提言、気がついたことなどをメモしておいて下さい。 

９．その他 

 上記以外で気がついたことは何でも記録しておいて下さい。とにかく足を運ぶ回数が基本になります。 
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３．全体の調査結果 

（１）確認された野鳥 

 2009 年 4 月から 2011 年 7 月までの調査期間に確認された野鳥（外来種含む）は第 2 表の通り 75

種であった。時期別では 4 月から 7 月の繁殖期に 53 種、12 月から 3 月の越冬期に 56 種であった。 

75 種を 

①留鳥（八王子、日野に 1 年中生息している鳥） 

②夏鳥（繁殖期に八王子、日野以外の地域から渡ってきて冬季には他の地域へ移動する渡り鳥） 

③冬鳥（冬季に八王子、日野に他の地域から渡ってきて越冬し、繁殖期には他の地域へ移動する渡り鳥） 

④旅鳥（春と秋の渡りの時期に通過するだけの渡り鳥） 

⑤外来種等に 5 区分すると、 

①留鳥は 41 種、②夏鳥は 11 種、③冬鳥は 17 種、④旅鳥は 2 種、⑤外来種等は 4 種であった。 

 

第 2 表は確認された野鳥を 5 区分別に五十音順に表示しているが、目、科の分類順の表は、第 3

表に掲示する。なお、地域別の種別結果を公表すると残念ながら希少種や猛禽類等を求めてカメラマ

ン、バードウオチャーの殺到や密猟等が懸念されるので、ここでは地域別には種類総数だけを報告す

る。 

東豊田地域で観察された総種類数 40 種 

宇津木地域で観察された総種類数 28 種 

宝生寺地域で観察された総種類数 45 種 

石川地域で観察された総種類数   32 種 

戸吹地域で観察された総種類数   42 種 

館地域で観察された総種類数     47 種 

長房地域で観察された総種類数   37 種 

川口地域で観察された総種類数   35 種 

 

 種別の出現した地域数を 7-8 地域、3-6 地域、1-2 地域に 3 区分した（第 2 表）。7-8 地域と殆どの

地域で出現した種はアオゲラなど 24 種、1-2 の地域しか出現しなかった種はオナガ等 33 種で最も多

かった。夏鳥のキビタキが 7 地域で出現したのに対し、オオルリは 1 地域でしか出現しなかった。夏

鳥で托卵鳥はカッコウ、ツツドリ、ホトトギスの 3 種が出現し、ホトトギスが 5 地域で確認できたの

に対し、カッコウとツツドリは 1 地域でしか確認できなかった。冬鳥のアオジ、ジョウビタキ、シロ

ハラ、ツグミ、ルリビタキの 5 種が 7-8 地域で確認できたのに対し、アカハラ、ウソ、カヤクグリ、

キレンジャク、クロジ、コガモ、ヒレンジャク、ベニマシコ、マガモ、マヒワの 10 種は 1-2 域でし

か確認できなかった。1990 年代から丘陵地を中心に急速に生息分布を拡大した外来鳥のガビチョウ

は全 8 地域で確認された。 

 

 目、科別では、第 3 表のとおり外来種を除くと 11 目 27 科の野鳥が確認された。目別ではスズメ

目が最も多く 48 種、次いでワシタカ目 6 種、ガンカモ目、ホトトギス目、キツツキ目の各 3 種であ

った。科別ではヒタキ科が最も多く 15 種、次いでアトリ科 6 種、ワシタカ科 5 種、ホオジロ科、カ

ラス科の各 4 種であった。
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（第2表） 緑地保全地域野鳥調査結果　　　　繁殖期（2009～2011）　越冬期（2009・2010）

繁殖期 越冬期 7-8地域 3-6地域 1-2地域
繁殖を確認区分

NO
（区分）

NO
（全体）

鳥名
出現した地域数出現羽数（〇：1-9羽、◎：10羽以上）

留鳥 1 1 アオゲラ ○ ○ 8 ●

2 2 アオサギ ○ 3

3 3 アオバト ○ 4

4 4 アカゲラ ○ ○ 3

5 5 イカル ○ ○ 4

6 6 ウグイス ◎ ○ 8 ●

7 7 エナガ ◎ ◎ 8 ●

8 8 オオタカ ○ ○ 6 ●

9 9 オナガ ○ ◎ 2

10 10 カケス ○ ○ 5

11 11 カルガモ ○ ◎ 6

12 12 カワウ 〇 〇 1

13 13 カワセミ ○ ○ 4

14 14 カワラヒワ ○ ◎ 8

15 15 キクイタダキ 〇 1

16 16 キジ ○ 3

17 17 キジバト ○ ○ 8

18 18 キセキレイ ○ ○ 7

19 19 コガラ 〇 〇 1

20 20 コゲラ ○ ○ 8

21 21 シジュウカラ ◎ ◎ 8 ●

22 22 スズメ ○ ◎ 7

23 23 セグロセキレイ ○ ○ 2

24 24 ツミ ○ ○ 3 ●

25 25 トビ ○ ○ 5

26 26 トラツグミ ○ 2

27 27 ノスリ ○ 2

28 28 ハイタカ 〇 2

29 29 ハクセキレイ ○ ○ 3

30 30 ハシブトガラス ○ ○ 8 ●

31 31 ハシボソガラス ○ ○ 8

32 32 ハヤブサ 〇 1

33 33 ヒガラ ○ ○ 3

34 34 ヒメアマツバメ 〇 1

35 35 ヒヨドリ ◎ ◎ 8

36 36 ホオジロ ○ ○ 6

37 37 ミソサザイ ○ 2

38 38 メジロ ◎ ◎ 8 ●

39 39 ムクドリ ◎ ○ 7

40 40 モズ ○ ○ 6

41 41 ヤマガラ ◎ ◎ 8 ●

夏鳥

留鳥

1 42 イワツバメ ○ 2

2 43 オオルリ ○ 1

3 44 カッコウ ○ 1

4 45 キビタキ ○ 7 ●

5 46 クロツグミ ○ 1

6 47 サンコウチョウ ○ 2

7 48 センダイムシクイ ○ 2

8 49 ツツドリ ○ 1

9 50 ツバメ ◎ 8

10 51 ホトトギス ○ 5

11 52 ヤブサメ ○ 1

夏鳥

冬鳥 1 53 アオジ ◎ 8

2 54 アカハラ ○ 1

3 55 ウソ ○ 1

4 56 カシラダカ ◎ 5

5 57 カヤクグリ 〇 1

6 58 キレンジャク 〇 1

7 59 クロジ 〇 1

8 60 コガモ ○ 2

9 61 シメ ○ 4

10 62 ジョウビタキ ○ 7

11 63 シロハラ ○ 8

12 64 ツグミ ○ 7

13 65 ヒレンジャク 〇 1

14 66 ベニマシコ 〇 1

15 67 マガモ ○ 1

16 68 マヒワ ○ 1

17 69 ルリビタキ ○ 7

旅鳥

冬鳥

1 70 アマツバメ 〇 1

2 71 エゾビタキ 〇 1

外来種等

旅鳥

1 72 ガビチョウ ◎ ○ 8 ●

2 73 コジュケイ ○ ○ 7

3 74 ドバト ○ ○ 2

4 75 雑種ガモ 〇 1

合計種数 5区分 75 53 56 24 18 33 11

注）出現羽数（〇：1-9羽、◎：10羽以上）は地域毎の調査１回毎のもので、各地域とも複数回調査を行っているので、
そのうちの最高羽数を示している（8地域の合計ではない）。

外来種等
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（第3表）目、科別の緑地保全地域調査結果
目名 科名 種名 〇確認 ◎10羽以上が出現 7-8地域で確認 ●繁殖を確認

ペリカン 1 ウ 1 カワウ 〇
コウノトリ 2 サギ 1 アオサギ 〇
ガンカモ 3 ガンカモ 1 マガモ 〇

4 2 カルガモ 〇 ◎
5 3 コガモ 〇

ワシタカ 6 ワシタカ 1 トビ 〇
7 2 オオタカ 〇 ●
8 3 ツミ 〇 ●
9 4 ハイタカ 〇
10 5 ノスリ 〇
11 ハヤブサ 1 ハヤブサ 〇

キジ 12 キジ 1 キジ 〇
ハト 13 ハト 1 キジバト 〇 8

14 2 アオバト 〇
ホトトギス 15 ホトトギス 1 カッコウ 〇

16 2 ツツドリ 〇
17 3 ホトトギス 〇

アマツバメ 18 アマツバメ 1 ヒメアマツバメ 〇
19 2 アマツバメ 〇

ブッポウソウ 20 カワセミ 1 カワセミ 〇
キツツキ 21 キツツキ 1 アオゲラ 〇 8 ●

22 2 アカゲラ 〇
23 3 コゲラ 〇 8

スズメ 24 ツバメ 1 ツバメ 〇 ◎ 8
25 2 イワツバメ 〇
26 セキレイ 1 キセキレイ 〇 7
27 2 ハクセキレイ 〇
28 3 セグロセキレイ 〇
29 ヒヨドリ 1 ヒヨドリ 〇 ◎ 8
30 モズ 1 モズ 〇
31 レンジャク 1 キレンジャク 〇
32 2 ヒレンジャク 〇
33 ミソサザイ 1 ミソサザイ 〇
34 イワヒバリ 1 カヤクグリ 〇
35 ヒタキ 1 ルリビタキ 〇 7
36 2 ジョウビタキ 〇 7
37 3 トラツグミ 〇
38 4 クロツグミ 〇
39 5 アカハラ 〇
40 6 シロハラ 〇 8
41 7 ツグミ 〇 7
42 8 ヤブサメ 〇
43 9 ウグイス 〇 ◎ 8 ●
44 10 センダイムシクイ 〇
45 11 キクイタダキ 〇
46 12 エゾビタキ 〇
47 13 キビタキ 〇 7 ●
48 14 オオルリ 〇
49 15 サンコウチョウ 〇
50 エナガ 1 エナガ 〇 ◎ 8 ●
51 シジュウカラ 1 コガラ 〇
52 2 ヒガラ 〇
53 3 ヤマガラ 〇 ◎ 8 ●
54 4 シジュウカラ 〇 ◎ 8 ●
55 メジロ 1 メジロ 〇 ◎ 8 ●
56 ホオジロ 1 ホオジロ 〇
57 2 カシラダカ 〇 ◎
58 3 アオジ 〇 ◎ 8
59 4 クロジ 〇
60 アトリ 1 カワラヒワ 〇 ◎ 8
61 2 マヒワ 〇
62 3 ベニマシコ 〇
63 4 ウソ 〇
64 5 イカル 〇
65 6 シメ 〇
66 ハタオリドリ 1 スズメ 〇 ◎ 7
67 ムクドリ 1 ムクドリ 〇 ◎ 7
68 カラス 1 カケス 〇
69 2 オナガ 〇 ◎
70 3 ハシボソガラス 〇 8
71 4 ハシブトガラス 〇 8 ●

外来種等 72 コジュケイ 〇 7
73 ドバト 〇
74 雑種ガモ 〇
75 ガビチョウ 〇 ◎ 8 ●

計 11目 27科 75種 15種 24種 11種  
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（２）確認された野鳥のカウント結果 

  この調査では、調査地内に予め設定した観察ルートを踏査して出現する野鳥の種類と羽数を記録し

た。結果は第２表で示したとおり 1～９羽を〇で、10 羽～99 羽を◎で示した。この数値は地域毎の

調査１回毎のもので、各地域とも複数回調査を行っているので、そのうちの最高羽数を示している（8

地域の合計ではない）。 

  １地域１回毎の出現羽数は 10 羽未満（1～９羽「〇」）が 60 種で最も多く、10 羽～99 羽「◎」は、

カルガモ、ツバメ、ヒヨドリ、ウグイス、エナガ、ヤマガラ、シジュウカラ、メジロ、カシラダカ、

アオジ、カワラヒワ、スズメ、ムクドリ、オナガ、ガビチョウの 15 種、100 羽以上の大きな集団は

観察されなかった。 

 

（３）注目種 

キビタキ、アオバト、サンコウチョウ、ヤブサメ、キジ、猛禽類は希少種であり里山の多様性を示

す種として注目種とした。ガビチョウは最近急速に分布を拡大した外来種として注目種に加えた。結

果、キビタキは 7 地域、アオバトは 4 地域、サンコウチョウは 2 地域、ヤブサメは 1 地域、キジは 3

地域、ガビチョウは 8 地域で観察された。 

 

（４）繁殖 

  野鳥が保全緑地で繁殖しているかどうかは、この調査の重要なポイントなので、次のような繁殖行

動に着目して観察した。巣材運び、求愛行動（求愛ディスプレイ）、さえずり、造巣行動、抱卵、雛

のいる巣、餌運び、偽傷行動、交尾行動、威嚇行動、警戒音、成鳥が使用している巣のあるらしい所

への出入り、成鳥の糞運び、巣立ち直後の雛又は巣立ち雛の親子連れなど。 

  今回の調査は、調査回数が少なかったので、詳しい繁殖状況は把握できなかった。したがって繁殖

期に 52 種が確認されたが、そのうち繁殖の確認が出来たのは一部である。そのような中で、アオゲ

ラ他 11 種の繁殖が確認できた（第 2 表●印）。この 11 種のうち、渡り鳥（夏鳥）はキビタキだけで

あったが、調査回数を高めれば、実際にはもっと多くの種が繁殖しているものと推察される。 

 

（５）野鳥以外の生きものの観察結果 

野鳥以外の動物では、イノシシやタヌキの生息、水路では両生類の産卵が確認された。雑木林では

コナラ、クヌギ、エゴノキ、アカシデなどに混ざりオトコヨウゾメ、マルバアオダモ、ガクアジサイ、

ヤマツツジなど綺麗な花を咲かせる木があり、手入れの行き届いた雑木林では早春にキンラン、チゴ

ユリ、カタクリなどの野草が見られた。 また、クロムヨウランやシハイスミレなどの希少種はじめ、

水生植物のセキショウなども観察された。 
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（６）雑木林等の手入れ（管理） 

  雑木林は継続的に管理することではじめて成り立

つ多様な環境で、そこでは多くの生物が見られるが、

管理されなくなると単調で画一的な環境となり、生き

られる生物も少なくなってしまう。今回調査した地域

では、5 地域でボランティア団体によって管理されて

いて、管理団体の看板が掲げられていた。これらの団

体は地域の市民で構成され、雑木林の下草刈り、萌芽

更新、枝打ち、間伐などの作業を行っている。地域の

方々を対象にした観察会などのイベントも開催して

いる団体もある。 

また、戸吹地域では一部が近隣の農家により手入れされ、雑木の萌芽更新や落葉掃きがみられた。 

              

東豊田地域 

保全活動に取り組んでいる団体名：東豊田緑湧会 

活動内容：緑地保全地域内での下草刈り、間伐、枝打ち、萌芽更新地管理、実生の移植、植生調

査、特殊植物保護活動、清掃作業、地域の方々を対象としたイベントの開催、他地域視

察や交流。 

活動する上での課題：緑地内の景観維持や野鳥その他の生物の生息環境の確保。 

その対策として、発生材の有効活用や野鳥のための藪保全や水辺の保全も注力している。 

野鳥の生息等に関する当該団体の意見： 

野鳥の生息種類は増えているようですが、野良猫が増えたおかげで数は多くみかけなく

なりました。 

宇津木 

保全活動に取り組んでいる団体名：ｆｏｅ ｊａｐａｎ 

活動内容：小屋などを立て道具などを置いて定期的に下草刈りや枯れ木の伐採、道の手入れなど

を行っている 

宝生寺 

保全活動に取り組んでいる団体名：蘖（ひこばえ） 

活動内容：下草刈り、中低木や枯損木の伐採などの保全活動。 月 1 回。 

参加者は宝生寺団地内の有志を中心にボランティア活動。 

館地域 

保全活動に取り組んでいる団体名：池の沢に蛍を増やす会 

活動内容：下草刈り、間伐、萌芽更新、植樹、ため池や水路の整備、散策路の整備、自然体験・

観察会 

長房地域 

保全活動に取り組んでいる団体名：城山手 親林の会 

活動内容：城山手の緑地の保全（緑地内の雑木林でアズマネザサなどの下草刈り、枝払い、遊歩

道の整備などをしています。） 

自然体験イベント（自然観察・自然体験を目的としたイベントなど、豊かな自を楽んでいます） 

 

農家により手入れされている雑木林（戸吹） 
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（７）八王子市指定の緑地 

八王子市では、市の財産である貴重なみどりを守るため、平成 17 年 7 月 1 日に施行された「市街

地内丘陵地のみどりの保全に関する条例」に基づき、良好な自然環境が形成されている丘陵地のみど

りを「斜面緑地保全区域」として指定している。平成 23 年（2011）時点で 39 地域が指定されてい

る。 

これとは別に「八王子市都市公園条例」に基づいて設置されている都市緑地が 180 ヶ所ある。こ

のうちの一つとして平成 21 年（2009）3 月に宇津貫町に宇津貫緑地（面積 163,854 ㎡）が設けられ

ている。宇津貫緑地は横浜線相原トンネル北側にあり、宇津貫みどりの会が里山再生と維持管理、貴

重な動植物の保全の為の活動を行っている。宇津貫緑地は斜面雑木林、谷戸の小さな田んぼ、調整池、

公園的な芝生状の区域がパッチ状になっていて、雑木林は篠刈や萌芽更新などの手入れ、田んぼでは

体験学習の稲作り、公園的な芝生状の区域は草刈りが行われている。 

この宇津貫緑地で宇津貫みどりの会と八王子・日野カワセミ会の会員有志で野鳥の定期カウントを

行った。定期カウントは 2010 年、2011 年の 2 ヶ年で、各年とも 1-6 月、10-12 月に月 1 回ルートセ

ンサス方式で行った。結果は第 4 表のとおりであり、全体で 49 種が記録された。これは東京都指定

の緑地保全地域の結果と同レベルの内容である。ここでは、地区内に調整池があるため、カイツブリ、

カワウ、アオサギ、カルガモ、コガモ、バン、カワセミなどの水鳥が記録され、2010 年には途中で

放棄されたがカルガモが田んぼの畦で営巣したことが特筆される。 

 

 

冬はジョウビタキがやって来る 

 

雑木林の手入れ（篠刈作業） 

 

早春のナガバノスミレサイシン 

 

トラツグミが採餌に来た 
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（第４表）宇津貫緑地の野鳥調査結果
種名 2010年 2011年 2ヶ年

5 カイツブリ 〇 〇 ●

45 カワウ 〇 〇 ●

68 アオサギ 〇 〇 ●

95 カルガモ 〇 〇 ●

96 コガモ 〇 〇 ●

130 トビ 〇 ●

133 オオタカ 〇 〇 ●

139 ノスリ 〇 〇 ●

161 キジ 〇 ●

179 バン 〇 〇 ●

314 キジバト 〇 〇 ●

322 ホトトギス 〇 〇 ●

337 ヒメアマツバメ 〇 ●

344 カワセミ 〇 〇 ●

349 アオゲラ 〇 〇 ●

357 コゲラ 〇 〇 ●

396 ミソサザイ 〇 ●

363 ヒバリ 〇 〇 ●

366 ツバメ 〇 〇 ●

374 ハクセキレイ 〇 〇 ●

375 セグロセキレイ 〇 〇 ●

379 ビンズイ 〇 〇 ●

386 ヒヨドリ 〇 〇 ●

388 モズ 〇 〇 ●

406 ルリビタキ 〇 〇 ●

408 ジョウビタキ 〇 〇 ●

416 トラツグミ 〇 ●

424 シロハラ 〇 ●

427 ツグミ 〇 〇 ●

432 ウグイス 〇 〇 ●

456 キビタキ 〇 〇 ●

464 エナガ 〇 〇 ●

469 ヤマガラ 〇 〇 ●

471 シジュウカラ 〇 〇 ●

474 メジロ 〇 〇 ●

478 ホオジロ 〇 〇 ●

485 カシラダカ 〇 〇 ●

491 アオジ 〇 〇 ●

502 カワラヒワ 〇 〇 ●

503 マヒワ 〇 ●

517 シメ 〇 ●

520 スズメ 〇 〇 ●

526 ムクドリ 〇 〇 ●

536 ハシボソガラス 〇 〇 ●

537 ハシブトガラス 〇 〇 ●

901 コジュケイ 〇 〇 ●

903 ドバト 〇 ●

909 ガビチョウ 〇 〇 ●

910 ソウシチョウ 〇 ●

種類計 44 44 49  
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４．地域別調査結果 

（１）東豊田 

東豊田緑地保全地域は、日野市のほぼ中心部、日野台地の東南端に位置し、東豊田三丁目、多摩平

二丁目及び多摩平七丁目にまたがる、面積約 6ha の区域である。JR 中央線をはさみ神明野鳥の森公

園が隣接している。 

この地域は段丘崖の樹林地で、ほぼ全域がコナラ、クヌキなどの落葉樹を中心とする雑木林である。

崖の下部には湧水があり、セキショウなどの水生植物も生育している。夏場は緑に覆われ樹木が青々

と茂り、冬場は落葉樹が葉を落とし、夏場とはちがった明るい景色となる。 

 

調査結果 

 日野自然を守る会などの資料によると、1980 年以降全体で、87 種（留鳥 44 種、冬鳥 20 種、夏鳥

16 種、その他が 7 種）の記録があるが、今回の調査で確認されたのが、40 種（留鳥 24 種、冬鳥 11

種、その他 5）であった。今回の調査で、繁殖が確認されたのが、ツミ、エナガ、シジュウカラ、ア

オゲラ、オナガ、ハシボソガラスの 6 種であるが、林内には藪などの営巣に適する環境があることか

ら、ウグイスやガビチョウなども繁殖していると思われる。 

植生調査や下草刈、伐採などの植生管理、湧水池管理、清掃などは、東豊田緑湧会の方々がボラン

テアで作業をされている。樹林地や草地、藪、水辺など多様な環境が保全管理されいて、野鳥をはじ

め生き物にとって重要な環境となっている。 

 

 

 

園路脇の柵に姿を見せるルリビタキ  住宅に接し雑木林が広がる 

 

歳時記 

H22.1.30 オナガ、数羽日の当たる斜面地で落ち葉を取り除き何かを探していた。 

H22.3.19 エナガ、1 羽白い綿状の巣材を運んでいた。コブシの白い花が満開だった。 

H22.4.21 ツミ、9 時頃つがいで中央池へ注ぎ込む水路奥で水浴びをしていた 

H22.5.23 シジュウカラ、巣立ち雛と幼鳥をそれぞれ見ることができた。 

H22.6.25 アオゲラ、小さな声でケケケケを鳴きながら子連れで枝移りをしていた。 

H22.12.31 ヒレンジャク、ヤドリギに糞がたれているのを発見。 

H22.1.20 マヒワ、ハンの木の実を食べていた（雄花が咲いていた）。 
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（２）宇津木 

この緑地は八王子市の北部で多摩川右岸の加住丘陵の先端に位置し多摩川鳥獣保護区域内にある

（東京都ＨＰより）。区域はコナラ、クヌギの雑木林と杉ヒノキの植林地、栗の木の果樹園などが散

在する比較的平坦なところである。 

保全についてはｆｏｅ ｊａｐａｎが小屋などを立て道具などを置いて定期的に下草刈りや枯れ木

の伐採、道の手入れなどを行っていて比較的綺麗に整備されている。 

 

  

作業小屋 エナガの巣 

 

野鳥は繁殖期３シーズンで１９種、越冬期２シーズンで２０種、ヒヨドり、シジュウガラ、スズメ

は比較的良く見られるが他の野鳥は種類、羽数共少ない。キビタキ雄がさえずり、アオゲラが雌雄で

見られたが繁殖は確認できなかった。エナガは巣作りが数回見られ繁殖しているものと思われる。 

 

  

アオゲラ キビタキ 
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（３）宝生寺 

 八王子市の北西部に位置する西寺方町と川口町にまたがる地区で面積は 142,777 ㎡。浅川と川口川

にはさまれた丘陵の先端部に位置し、八王子宝生寺団地に隣接する、やや急峻な谷を含む雑木林であ

る。 

 区域のほぼ全域がコナラ、アカシデの優占する雑木林で、中央部の尾根の稜線付近にはモミの優占

する自然植生に近い樹林が点在しているほか、各尾根の稜線付近にはアカマツの優占するアカマツー

ヤマツツジ群集が、区域内各所の谷底や尾根の北側斜面には大規模にスギ、ヒノキの植林地が見られ

る。 

 保全については、雑木林やスギの植林などによって構成される丘陵の景観を保全するとともに、大

径木については可能な限り、保全・育成に努めるとしている。 

 また、団地住民を中心にしたグループ蘖（ひこばえ）が自主的に草刈、中低木や枯損木の伐採など

の保全活動を行なっている。 

（「東京都の保全地域制度の紹介」より引用） 

            

宝生寺緑地の野鳥 

 繁殖期 3 シーズンで確認された野鳥は 32 種。同じく越冬期 2 シーズンで 29 種。このうち観察頻

度の高い野鳥（10 羽以上カウントされる）はヒヨドリ（繁殖期、越冬期とも）、エナガ、カワラヒワ、

スズメ（いずれも越冬期）の 4 種であった。 

 キビタキ、サンコウチョウについては繁殖の可能性を期待したが結果は不明。 キビタキは同じ場

所で♂♀同時に確認したがそれ以上の事実はつかめなかった。また、サンコウチョウはシーズン内に

同じ場所で 2 度鳴き声を確認したが、これもそれ以上の事実はつかめなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域内にある「宝生寺緑地保全地域」に関する解説板 

 



 17 

（４）石川町 

八王子北部、加住丘陵の東端南斜面にあり、面積は

30,616 ㎡。緑地保全地域は中央に村社「御嶽神社」が

あるため、西部分と東部分とに分かれる形になっている。

北側はフェンスに囲まれた広大な「トヨタデザインセン

ター」（国学院大学跡地）と南西側「西蓮寺」が接して

いる。 

 平成 7 年 3 月 9 日に東京都の緑地保全地域に指定さ

れたが、緑地内の古い看板によると、平成 3 年には八王

子市の緑地保護地区（御嶽緑地）として指定されていた

ようである。   

 

 コナラ、クヌギなどの樹林地が大部分を占めている。

林にはクマザサやアズマネザサが繁茂しているが、保全

地域の東部分の一部に下刈りされたところもある。保全

地域の西側に少数のアカマツがあり、南側の「西蓮寺」

や屋敷の庭と隣接する部分には、スギ林、竹林、などが

あり、エゴノキなども多くみられる。神社への道以外に

整備された道がないため、訪れる人はほとんどいない。 

 

八王子石川町緑地保全地域の野鳥 

 2009 年～2011 年に繁殖期 7 回、越冬期 4 回の野鳥調査を実施した。 

繁殖期３シーズンに確認された野鳥は 22 種、越冬期２シーズンで 25 種、繁殖期と越冬期を通しで

32 種の野鳥を観察した。 

観察頻度の高い野鳥（10 羽以上観察される）は、繁殖期ではヒヨドリ、シジュウカラ、越冬期で

はエナガ、シジュウカラ、カシラダ

カであった。エナガは、2011 年 1

月 28 日にアズマネザサの中で 12

羽の集団が不規則な動きをしてい

たもので、早い時期に繁殖するエナ

ガの繁殖行動の 1 種なのかもしれ

ない。カシラダカは、2010 年 2 月

25 日に隣接のトヨタデザインセン

ター側の草地にいた群れである。 

 そのほか観察した野鳥では、トビ、

オオタカ、ツミの猛禽、アオゲラ、

アカゲラ、コゲラのキツツキ、夏鳥

のキビタキなどである。

 

村社「御嶽神社」 

 

 

クマザサに覆われた雑木林 

 

八王子石川町緑地保全地域の看板 
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（５）戸吹 

八王子市の北東部、加住丘陵の中央に位置し、明大中野八王子中学、高校の東に広がる丘陵地の樹

林である。一部小規模ながら沢があり、田畑の潅漑に利用されている。おおむねコナラ、クヌギを主

体とした樹林となっているが、ほかにスギ、

ヒノキの植栽林、モウソウチク林、林を伐採

した跡地などがある。近年管理があまり行わ

れておらず、低木層、草本層が密度を増して

いるほか、高木層が茂りすぎて林内が暗くな

っている。区域南西部は樹林と谷戸の湿地で

あり、谷戸の水路では両生類の産卵が確認さ

れており、貴重な自然であることをうかがわ

せる。 

（東京都ホームページ引用） 

                          戸吹地域の入口の看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緑地の内部に立てられている標識杭            地域内の樹の洞にシジュウカラが営巣した 

 

野鳥調査の経緯と結果 

 2009 年から 2011 年の 3 ヵ年のうち、繁殖期に 6 回、越冬期に 5 回、計 11 回調査を行った。 

 42 種が出現した。内訳は留鳥が最も多く 30 種、続いて冬鳥 7 種、夏鳥 5 種であった。留鳥と夏鳥

のうち、繁殖が確認できたのは 7 種であった。野鳥の繁殖地、越冬地として重要な役割を果たしてい

ることが明らかになった。  

イノシシの出没跡（土を掘り起こしてしまう）      キビタキ（近くに巣があると思われた） 
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野草では、ヤマブキソウ、シャガ、ホウチャクソウ、キンラン、ギンランなどの他クロムヨウラン、

シハイスミレなどの希少種も確認できた。樹木ではコアジサイ、オトコヨウゾメ、ヤマブキ、ハンシ

ョウヅル、ヤブツバキの花が目立った。イノシシの出没跡が多く、何を掘りだすのか 50ｃｍ以上深

く掘った跡があちこちにあり、イボタノキの根元が掘り起こされたところもあった。増えすぎるイノ

シシ対策の必要性が痛感される。ここの雑木林は人の手が加わっているところが何か所もあり、地元

の農家の方が落ち葉かき場に利用していた。人の手の入った雑木林は篠が刈られ、更新伐採がされて

いて明るい日が差し込んでいた。 

 

 

（６）館町 

 八王子市の南部、多摩丘陵の西部に位置し、館町団地の西側に隣接する丘陵地の樹林である。周辺

には小規模ながら畑地、水田、樹林などが広がっており、西側には殿入川が流れている。区域の大半

は、コナラ・クヌギの樹林が占め、次いでニセアカシア・ケヤキ林が分布する。また一部にスギ・ヒ

ノキ植林やススキ・クズなどの群落が見られる。 

 保全の方針は、「殿入中央公園と一体となった谷戸と雑木林からなる丘陵地の風景を保存し、豊か

な生物相の育成に努める」としている。 

 また、地域の市民団体「池の沢に蛍を増やす会」が、「生物の多様性に富んだ豊かな里山つくり」

を目的に年間を通して下草刈り、植栽、散策路整備、観察会等の活動を行っている。 

                     （参考資料：「東京都の保全地域制度の紹介」） 

 

館町緑地の野鳥 

 観察された野鳥は、４７種類。内訳は、留鳥２９種、夏鳥３種、冬鳥１０種、旅鳥２種、外来種３

種である。年間を通してよく観察される野鳥は、ヒヨドリ、シジュウカラ、ハシブトガラス、ガビチ

ョウ（外来種）である。当地区の多様な自然環境のもとで、繁殖している種があるものと推察される。

なお、夏鳥３種（ホトトギス、ツバメ、キビタキ）の内、キビタキは 2010 年から確認されている。 

 本区域は、計画的な手入れによる景観の多様性の保護と周辺の自然環境とが相俟って、野鳥を始め

多様な動植物の生息にとって重要な役割を果たしていると思われる。同時に地域の人々にとっても身

近に自然に触れることができる貴重な場となっている。 

       北側から緑地を望む                      ウグイス 
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（７）長房 

保全地区の概要 

長房緑地保全地区は、西隣に武蔵陵、北側は城山川に接し、東側は城山手団地に囲まれたイビツな

形をした里山である。植生はコナラ、クヌギの二次林が主体で、一部にモウソウチク、スギ･ヒノキ

の植林がわずかに見られる。高木層はコナラ、クヌギ、ホオノキ、アカマツ、アカシデなど、低木層

ではヤマツツジ、ツリバナ、アオキなど、林床にはアズマネザサ、チゴユリ、カタクリなどが生育す

る。緑地は起伏にとみ、湧水があり 2 本の沢が流れている。 

長房緑地の一番の特徴は、フェンスで仕切られ一般の人が踏入れない武蔵陵と一体となった森を形

成していることである。東京都の保全の

方針では「コナラを主体とする雑木林に

よって構成される丘陵地の風景を保全

するとともに、豊かな生物相の育成に努

める」とある。周辺を含めた広大な緑地

と変化に富んだ地形、人の侵入を遮断し

保護された森に隣接する緑地は、うっそ

うとした深山の森の魅力がある。 

園内には、江戸末期の嘉永年間の揮毫

のある馬頭観音や庚申と刻まれた石碑

があり、この山域が里山として利用され

てきたと思われる。緑地では「城山手親

林の会」が保全活動を行っている。 

                                           

野鳥の生息状況 

野鳥は、隣接地の武蔵陵の森と行き来が盛んで、保全緑地のみの生息を特定することは不可能であ

るが、同緑地をベースに確認した野鳥は 37 種で、繁殖期 26 種、越冬期 26 種である。 

・留鳥は21種でシジュウカラ、ヤマガラ、エナガなどカラ類やヒヨドリ、メジロの出現頻度が高い。 

・夏鳥は、ホトトギス、ヤブサメ、キビタキ、ツバメの 4 種を確認した。キビタキは 3 シーズン

 

夏草に覆われた保全地域を表示する看板 

 

馬頭観音などの石碑 

 

長房緑地保全地域の看板 
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とも複数羽出現しているので繁殖しているものと思われる。 

・ 冬鳥では、コガモ、シロハラ、ジョウビタキ、シメの４種を確認している。 

・ 冬季に山から下りてくるルリビタキは出現度が高く、ミソサザイ、ヒガラ、キクイタダキなども

冬を越しているようだ。 

・外来種では、ガビチョウは何時でも確認できるが、コジュケイは少ない。ドバトは出現しなかっ

た。 

 

 

 

（８）川口 

 八王子市の北部、加住丘陵の中央に位置する南向き斜面の樹林地で、面積は 20,292 ㎡である。 

区域の南側には秋川街道に沿うように川口川が東西へ流れている。従来は戸吹緑地保全地域と連続し

た緑地であったが、昭和４０年ごろに、ＧＭＧ八王子ゴルフ場が遮って孤立した緑地である。 

雑木林によって構成される丘陵地の風景を保全するとともに里山の風景を色濃く残す丘陵の雑木林

緑地である。西側には圏央道川口トンネルが地下を通過している。 

川口緑地内の高木層は、高さ 10～12m 程度のコナラが優占し、クリが混生するほか、高さ 16m 程

度のモミが一部に見られる。亜高木層には、コナラ、アカシデ、リョウブ、アオハダなどが成育し、

低木層にはアズマネザサが繁茂するほかアラカシなども見られる。林床植生も発達している。 

近隣の人たちは川口緑地保全地域の入口にある「春日神社」のお祭りを通して、その裏山として親

しまれ、野鳥調査をするときにも、早朝の散歩をする人たちとすれ違うことがある。 

 

川口緑地保全地域の野鳥 

繁殖期３シーズンで確認された野鳥は２９種、同じく越冬期２シーズンで確認された野鳥は２３種

である。このうち観察頻度の高い野鳥（１０羽以上カウントされる）はウグイスとヒヨドリ（いずれ

も繁殖期）、エナガとシジュウカラ（いずれも越冬期）であった。トラツグミとカケスを繁殖期に１

回、カヤクグリとウソを越冬期に１回確認したが、いずれも通過の途中と思われる。 

        植生地図                 尾根道に倒木もあります 
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５．戸吹、宝生寺、宇津木 3 地域の指定時との比較検討 

 戸吹、宝生寺、宇津木の 3 地域について、東京都環境保全局が実施した「指定予定地自然環境調査報

告書」を閲覧することができた。戸吹地域、宝生寺地域が平成 2 年（1990）度、宇津木地域が平成 3 年

（1991）度に報告されたもので、今回の調査の約 20 年前に実施されたものである。 

 この 3 地域について地域別でなく総体として出現鳥を比較した表が第 4 表である。調査方法が異なる

ので、厳密には比較できないが、20 年前の 74 種（外来種等を含む）が今回は 55 種と 19 種の減少が認

められた。 

 20 年前に観察されて、今回観察されなかったものはゴイサギ、ダイサギ、アオサギ、サシバ、チョウ

ゲンボウ、ヤマドリ、ヤマシギ、オオコノハズク、アオバズク、フクロウ、アマツバメ、ヒバリ、セグ

ロセキレイ、タヒバリ、カヤクグリ、アカハラ、ヤブサメ、ゴジュウカラ、ミヤマホオジロ、クロジ、

アトリ、マヒワ、オナガの 23 種であった。 

 

 逆に 20 年前には観察されず、今回観察されたものはオオタカ、ツツドリ、コガラ、ガビチョウの 4

種であった。ガビチョウは 20 年前には未だ生息していなかったものと推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

                    ガビチョウ 
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（第5表）戸吹、宝生寺、宇津木3地域の緑地保全地域指定時と今回の比較表

目名 科名 種名 1990-91年の指定時調査 今回（2009-2011）調査

コウノトリ サギ ゴイサギ ●
ダイサギ ●
アオサギ ●

ガンカモ ガンカモ カルガモ ● 〇
ワシタカ ワシタカ トビ ● 〇

オオタカ 〇

ハイタカ ● 〇
ノスリ ● 〇

サシバ ●
ハヤブサ チョウゲンボウ ●

キジ キジ ヤマドリ ●

キジ ● 〇
チドリ シギ ヤマシギ ●
ハト ハト キジバト ● 〇

アオバト ● 〇
ホトトギス ホトトギス カッコウ ● 〇

ツツドリ 〇

ホトトギス ● 〇
フクロウ フクロウ オオコノハズク ●

アオバズク ●

フクロウ ●
アマツバメ アマツバメ アマツバメ ●

ブッポウソウ カワセミ カワセミ ● 〇
キツツキ キツツキ アオゲラ ● 〇

アカゲラ ● 〇

コゲラ ● 〇
スズメ ヒバリ ヒバリ ●

ツバメ ツバメ ● 〇

イワツバメ ● 〇
セキレイ キセキレイ ● 〇

ハクセキレイ ● 〇

セグロセキレイ ●
タヒバリ ●

ヒヨドリ ヒヨドリ ● 〇

モズ モズ ● 〇
ミソサザイ ミソサザイ ● 〇

イワヒバリ カヤクグリ ●
ヒタキ ルリビタキ ● 〇

ジョウビタキ ● 〇

トラツグミ ● 〇
クロツグミ ● 〇
アカハラ ●

シロハラ ● 〇
ツグミ ● 〇
ヤブサメ ●

ウグイス ● 〇
センダイムシクイ ● 〇
キクイタダキ ● 〇

キビタキ ● 〇
オオルリ ● 〇

サンコウチョウ ● 〇
エナガ エナガ ● 〇
シジュウカラ コガラ 〇

ヒガラ ● 〇
ヤマガラ ● 〇
シジュウカラ ● 〇

ゴジュウカラ ゴジュウカラ ●
メジロ メジロ ● 〇
ホオジロ ホオジロ ● 〇

カシラダカ ● 〇
ミヤマホオジロ ●
アオジ ● 〇

クロジ ●
アトリ アトリ ●

カワラヒワ ● 〇
マヒワ ●
ウソ ● 〇

イカル ● 〇
シメ ● 〇

ハタオリドリ スズメ ● 〇

ムクドリ ムクドリ ● 〇
カラス カケス ● 〇

オナガ ●

ハシボソガラス ● 〇
ハシブトガラス ● 〇

外来種等 コジュケイ ● 〇

ドバト ● 〇
ガビチョウ 〇

種類計 74 55
1990-91年の指定時調査資料は、東京都環境保全局資料から引用  
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６．緑地保全地域の役割 

（１）出現した野鳥 

今回調査した地域は丘陵地、谷戸とその周辺の民家や畑等で構成され、丘陵地は雑木林や竹林、谷

戸は水田や水田跡がある里山という環境である。また、宝生寺地域のように丘陵地でありながらも

山地的な性格をもった地域もある。 

全体を通じて 75 種が確認された。記録された野鳥の目別構成は、樹林性、草地性の種によって構

成されるスズメ目が 48 種と最も多く、次いでワシタカ目の 6 種であった。このように本調査地域で

は森林性、草地性という鳥相によって特徴づけられる。これらの種は概ね東京都西部の山地に近い

丘陵地で比較的普通に観察される種と共通である。調査対象面積が 8 地域と狭く限定されているこ

と、調査期間が短く、かつ調査回数が少ないことという条件での 75 種はやや多いと考えられ、緑地

保全地域が多様な環境を反映したものといえる。しかし、戸吹、宝生寺、宇津木の 3 地域に限って

みると緑地保全地域指定時の平成 2～3 年当時の 74 種と比べ約 20 年後の今回は 23 種を確認できな

かった（第 5 表）。 

緑地保全地域内には、コナラ、クヌギ等の雑木林を中心に尾根、谷戸、崖地、池、せせらぎ等の地

形的多様性、水田跡、草地など人為的な影響を受けて様々な環境があり、これら多様な環境が野鳥

の餌場、営巣地を提供している。このような環境はパッチワーク的になっていて、これを野鳥の種

別にみると以下のようにまとめられる。 

樹林内ではアオゲラ、コゲラ等のキツツキの仲間、キジバト、アオバト等のハトの仲間、キビタキ、

クロツグミ、サンコウチョウなどの夏鳥が観察され、冬期にはルリビタキ、ツグミ、シロハラ等が

観察される。 

林縁部または樹林内の疎林的な部分や谷戸と呼ばれる谷間のやや開放的な環境ではホオジロ科の

種やキジ、モズ、ジョウビタキ、ウグイス、カワラヒワ等が見られた。これ等の種は本調査地域外

の民家や畑など人為的な環境との関連も強く、周辺地域を含む環境で生息していると思われる。 

周辺の民家や畑付近ではスズメ、ムクドリ、キジバト、ヒヨドリ、ツグミ、ツバメ等が主に見られ

た。このうちスズメ、ムクドリ、ツバメ等は人為的環境への依存度がより高い種である。キジバト、

ヒヨドリ、ツグミ、シジュウカラ、メジロ等は、樹林地内、林縁及び周辺の民家や畑付近と広い環

境に適応する種で、本調査地域でも幅広く観察された。 

猛禽類としてオオタカ、ハイタカ、ノスリ等の高次捕食者に位置づけられるワシタカ目が 6 種確

認された。このことは本調査地域及び周辺の自然度の豊かさを証明するものであることと特筆され

る。 

外来種のガビチョウが全調査地域で観察された。ガビチョウはツグミと同じ位の大きさで眼の周り

から眉毛のように伸びる白い模様が目立つ鳥で、流暢な独特の大きな声でよく鳴く。ガビチョウが

どのような経路で進入したかよくわかっていないが、「数え上げた浅川流域の野鳥 2（八王子･日野カ

ワセミ会 2006 年刊）」によれば、浅川流域では 1994 年に初めて観察され、1996 年頃から丘陵地を

中心に一挙に増え、あちこちで観察されるようになった。2011 年時点では丘陵地以外の平地にも生

息範囲を拡大している。ガビチョウは雑木林の藪の中や見通しの悪い林を好む鳥である。ガビチョ

ウが増えた背景には手入れのされてない放任雑木林が増えていることがあるといわれており、本調

査地域の中にもガビチョウが好む手入れされてない放任雑木林があることを裏付けている。 
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（２）渡り鳥 

渡り鳥は、前記のとおり夏鳥、冬鳥、旅鳥に分類される。夏鳥は 11 種、冬鳥は 17 種、旅鳥は 2

種が確認された。 

夏鳥 11 種のうち、繁殖が確認できたのはキビタキだけであったが、クロツグミ、サンコウチョウ、

センダイムシクイ、ヤブサメ等はその生態的特性から緑地保全地域内でも繁殖の可能性はあるもの

と思われる。冬鳥 17 種、旅鳥 2 種は緑地保全地域内を採餌場所として利用していると思われる。 

 

（３）野鳥の繁殖地としての緑地保全地域 

繁殖行動の確認出来たのは、ツミ、アオゲラ、ウグイス、キビタキ、エナガ、ヤマガラ、シジュ

ウカラ、メジロ、オナガ、ハシボソガラス、ガビチョウの 11 種であった。今回の調査は、調査回数

が少なかったので、詳しい繁殖状況は把握できなかった。調査回数を高めれば、実際にはもっと多

くの種が繁殖しているものと推察される。 

野鳥が繁殖するためには、巣をつくるための場所と子育てのための餌が大量に獲れる場所が巣の

近くにあること、さらに巣が敵から攻撃されないような安全が確保される場所があることが必須で

ある。ツミ、キビタキ、エナガ、メジロ、オナガ、ハシボソガラスにとっては巣を架ける適当な樹

木があること、アオゲラにとってはヤマザクラ等の巣穴を掘る樹木があること、ウグイスやガビチ

ョウにとっては巣をつくるためのブッシュがあること、ヤマガラやシジュウカラにとっては巣をつ

くるための樹洞があることなどの条件が満たされていることが必要である。緑地保全地域はこのよ

うな条件を満たされているところが多くあり、野鳥の繁殖にとっておおきな役割を果たしている。 

なお、環境庁レッドデータリスト 2006 版で絶滅危惧 IB 類にあげられているミゾゴイは、生息の

うわさを聞いたが、今回の調査では確認できなかった。ミゾゴイが生息できそうな場所は何ヶ所か

認められるので、夜間調査等の観察も今後必要と思われる。 

 

（４）隣接地域と結ぶネットワークの拠点 

多くの緑地保全地域の周辺には森林、公園、神社、民家、農耕地など緑豊かな環境が隣接してい

る。当然野鳥等の生きものはこのような周辺地域と行き来する生息空間を形成している。緑地保全地

域は、このような地域と結ぶネットワークの拠点として重要な位置にある。 
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７．緑地保全地域の今後に対する課題、提言等 

八王子、日野市域の緑地保全地域は丘陵地にあるものが多く、雑木林と谷戸が一体となった多様性

に富んだ自然環境にある。この環境を今後も保全するための課題、提言等を今回の野鳥調査を通じて

得られた事項を基に以下に掲げる。 

 

（１）野鳥の生息地として多様性の高い自然環境であることの認識 

緑地保全地域は当然のこととして多様な自然環境が、多くの野鳥の生息の場を提供していること、

また、周辺を含んだ地域に樹林地、畑、田、公園などが点在し、それらが野鳥のえさ場、繁殖の場、

隠れ場などとして、移動・分散の拠点として機能を果たしていると考えられる。 

また、夏鳥のキビタキ等が確認され、シロハラ等冬鳥が越冬し、エゾビタキ等渡り鳥の中継地とな

っていて、緑地保全地域は地球規模での自然の繋がりの一環を占めていることが改めて浮き彫りにな

った。 

 

（２）緑地保全地域を表示する看板、案内柱の設置 

殆どの緑地保全地域には、看板（案内図）が東京都により掲げられているが、看板が無い所もある

のでそのようなところは、しっかりした看板を早急に設置して欲しいものである。 

一方、東京都の HP によれば、保全地域サポートサインが設置されているところもある。「保全地域

サポートサインとは市街地近くにある保全地域で、都民の自然とのふれあいや環境学習の場などとし

ての活用が増加しています。そこで、より一層、案内板や解説板を通して保全地域の目的や存在意義

を PR していく必要があると考え、民間サポーターからの寄贈を募り、案内板等の設置をお願いする

こととしました。」と HP に説明されている。八王子、日野地域では大谷緑地保全地域、石川町緑地

保全地域、戸吹北緑地保全地域の 3 地域に設置されている。このような保全地域サポートサインの設

置を評価したい。 

 

（３）緑を親しむ場、散策の場としての位置づけ 

近隣の市民が豊かな自然に触れ合い緑に親しむ場、散策の場として緑地保全地域が活用されている

所がある。このような場所では鳥や植物など自然に接する心が培われることを期待したい。自然体験

講座や観察会には近隣だけでなく、都内からも多くの子供や市民が参加し、自然の素晴らしさと体験

の楽しさを実感できる機会を提供している。 

一方、誰もが気安く散策を楽しむというレベルにはなっていない所もある。 

例えば宝生寺地域で、その原因は、 

1. アップダウンがかなり有り、注意深く歩くことが求められる。 

2. 枝分かれしたルートがあり、どこに通じているのか不安になる。 

3. 女性の一人歩きは難しい。 

などが考えられる。 

このような地域は、これらの対策をして環境を改善し、人が大勢入ることにするよりも「良好な自

然を保護すること」とうい保全地域制度のねらいを生かし、人があまり大勢入らないという現状が好

ましいと評価したい。 
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（４）適切な管理 

雑木林は継続的に管理することではじめて成り立つ多様な環境で、そのように管理された場所では

多くの生物が見られる。管理されなくなると単調で画一的な環境となり、生きられる生物の種も少な

くなってしまう。雑木林の手入れを既にボランティアで行っているような地区もあり、このような活

動をさらに促すことが必要である。その場合、そこで行っているボランティ団体の名称や手入れの内

容を看板で表示することが望ましい。 

一例として、館町緑地保全地域で保全活動に取組んでいる団体の「池の沢に蛍を増やす会報

（2010.5）」によると、「これまでの調査で、植物が 592 種、昆虫類が 368 種（内、蛍が 7 種）を確

認している。その他、爬虫類、両性類、鳥類、哺乳類などが豊富である。また、アズマネザサの刈り

取りなどにより地面に光が届くようになり、地中に眠っていた貴重な植物が芽を出してきた。例、キ

ンラン、ギンラン、エビネ・・」とある。 

雑木林の手入れを全く行わず、長年放置しておくこと、谷戸の田んぼを長年休耕田として放置して

おくことが問題であり、逆に過度の手入れをし過ぎて里山らしさが損ねられているところも見受けら

れるので、このようなところは適度な管理が必要である。 

イノシシの出没による自然環境の破壊が甚だしい所が散見される。環境を良好に保つために多すぎ

るイノシシ対策が必要である。 

なお、管理にあたっては里山的な環境の再生のため、以下のようなことを配慮事項として提言した

い。 

①緑地内には少量ながらも水の流れる谷筋があり、これを利用して小規模でも水辺環境を復元し、野

草、昆虫など多様な生物の生育の場を確保すること。 

②人工林等植生にやや偏りがあるところはいわゆる雑木を増やし野鳥の好む実を期待できるような

多様な種類の木が自生するような管理を行うこと。 

③薄暗い森林は間伐や萌芽更新により日の差し込むエリアを増やして新しい空間に野草や低木が生

育できる環境を作ること。萌芽更新を行う時は、フクロウやアオバズクなどが営巣する高木を計画

的に残して保存してゆくことが望ましい。 

④雑木林の管理は必要であるが、逆に手入れのし過ぎと思われるところもあり、適度な手入れが必要

である。 

 

（５）モニタリングの必要性 

緑地保全地域は、良好な自然の生態系を保護するため、また現在残されている良好な自然を保ち、

次代へと引き継いでいくために指定された土地と位置づけられている。指定時には、動植物等の調査

がなされているが、その後の動植物等の変化は殆ど把握されていないのが実態である。 

特に野鳥は、その環境の状態や変化を知るうえでの「ものさし＝指標」になると言われている。こ

の意味からも、野鳥調査を継続することが望ましく、今回八王子・日野カワセミ会が行ったような自

主的でかつボランティアによる取組みは高く評価されてしかるべきである。今後このような調査結果

を所管庁である東京都への報告の仕組み作りや、緑地保全活動に取組んでいる団体に提供したり、と

もに緑地保全について考えたり、また保全活動へ生かしていく方法を模索したい。 
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（６）採集禁止の看板設置、必要に応じて立ち入り禁止区域の措置 

緑地保全地域内にはキンラン、チゴユリ、カタクリ、クロムヨウラン、シハイスミレなどの野草や

多種のチョウ、トンボ、両生類が生息している。緑地だけの保全でなく、このような多様な生きもの

を保全するために動植物の無許可採集を禁止し、採集禁止の看板を設置する必要がある。 

また、鳥類ではサンコウチョウ、オオタカなどの営巣が確認された場合はその保護のために、一時

的に（巣立ちまで）立ち入り禁止措置をとれるようにすることが望ましい。 

               雑木林のルリビタキ 

                          

               雑木林のアオジ 
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８．地域別の調査担当者と調査参加者 

 調査は全て八王子・日野カワセミ会の会員が行った。8 調査地域毎に 1 名の調査担当者をおき、当

該担当者を中心に会員に参加を呼び掛け、各地域とも２～数名のチームを編成して調査を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

里山のシンボル キジ 

 

                    

 地域名  担当者  調査参加者

１　東豊田 阿江範彦 出口富子、福島孝子、細田富美子、渡辺敬明

２　宇津木 大川征治 浅野幸男、浅野恵美子、大川香、河田徳子、傍島玲子、福本健

３　宝生寺 丸山二三夫
青木静子、板倉正、白川司、白川史子、中村經男、中村后子、
柚木鎮夫、柚木育子、前田善明、山崎早智子

４　石川町 若狭誠 浅野恵美子、井上典子、小澤礼子、傍島玲子、福本健

５　戸吹 粕谷和夫 井手龍世

６　館町 長谷川篤 曽我允雄、曽我文子、玉手道雄、玉手しのぶ、浜野建男、浜野知恵子


７　長房 門口一雄
門口裕子、門倉美登利、川上恚、関根伸一、千葉槇子、中村后子、
丸山二三夫、矢沢はるみ

８　川口 山崎悠一 杉森ユリ、内藤公三、氷渡とし子、山﨑久美子、柚木育子、柚木鎮夫

（第6表）地域別担当者と参加者
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